
令和６年度 徳島県スポーツ施設等安全管理講習会

繰り返される学校でのスポー

ツ・体育事故から子ども達を

守るために

弁護士  阿部 新治郎
井澤・黒井・阿部法律事務所



Contents

防げる／防がなければならない事故を防ぐために

１．事故予防のために必要な視点（最善

の策と次善の策）

２．事故事例の共有と事故防止に何が必

要であったのかの具体的知見



スポーツ・体育事故がもたらす結果

１ 被災者・家族の被害

２ 指導者・学校の負担

３ 集団・社会に与える影響



二次被害

一次被害

経済的困窮

将来に対する不安人間関係

リハビリテーション

訴訟身体機能の喪失

家族の死

原因究明

スポーツ事故被災者・家族の心の中

同志社大学大学院総合政策科学研究科 博士後期課程 中村周平
「日本スポーツ法学会第30回大会「スポーツ事故補償の在り方を考える」資料



► スポーツで重篤な事故や死亡事故が起きた場合、事故被災者
本人や家族、残された遺族（以下、事故被災者ら）に降りか
かるのは、事故が起きたという事実だけに留まらない。ス
ポーツ事故に対応した補償の不備によって経済的に困窮する
生活、事故対応が十分に行なわれないために我が子の亡く
なった経緯すら明らかにならない現状等、様々な「課題」に
直面する。そして、「課題」に直面した事故被災者らを救済
する手段は、 裁判しか残されていない。しかし、裁判を選ん
だ時点で所属していたチームとの関係性は崩壊し、かえって
原因究明が困難となる可能性もある。また、証人集めや証拠
となる材料の収集などによる心身への負担も甚大である。

スポーツ事故被災者の現状

同志社大学大学院総合政策科学研究科 博士後期課程 中村周平
「日本スポーツ法学会第30回大会「スポーツ事故補償の在り方を考える」資料



過失責任主義による弊害

 人間関係の崩壊

 過失責任による指導者への負担

残された裁判という選択肢とその弊害

両者の関係は崩壊の一途をたどる

原因の究明が困難となり、後世において同様の事故を繰り返す

同志社大学大学院総合政策科学研究科 博士後期課程 中村周平
「日本スポーツ法学会第30回大会「スポーツ事故補償の在り方を考える」資料



事故予防のための視点①
（民事訴訟の構造と限界）

被災者の希望
１ 賠償（経済的補填）
２ 真相究明
３ 再発防止 何れも民事訴訟では十分に果たされない

民事訴訟の構造と限界
① 賠償請求として金銭請求による他ない
② 賠償請求訴訟の目的 ＝ 損害の分担 ＝ 「適正」な賠償金支払
③ 訴訟の対立構造下における立証責任のルール
→ 被害者が事故態様を自ら証明して裁判官に認めさせる必要性
④ 裁判所の姿勢
→ 法的判断を可能とする直近過失を判断し、本質には至らない



「これで防げる！学校体育・スポーツ事故－科学的視点で考える実践のヒント－」（中法法規出版）第１章

事故を紛争にしない視点



事故予防のための視点②
（事故が起きない環境をつくる）

責任判断と事故予防は異なる

・ 責任判断 ＝ 事故が起きたときに自分が責任を負わない
☆ 事故予防 ＝ そもそも事故を起こさない

児童生徒 ／ 指導者・学校 ／ スポーツ集団により幸福をもた
らすものはどちらか？

（十分な補償や事故調査に関する社会制度の拡充は将来的課題）

事故が発生した本質的原因？
⇒ 事故が起きる環境を知り、探し、変える



TBC東北放送 2023．4．27配信



TBC東北放送 2023．4．27配信



事故予防のための視点③
（事故事例・客観的知見を共有する）

・ 事故事例の共有
⇒ 同種の事故を繰り返さない第一歩

（現場教員による自助努力の限界）
それでも、、、、例えば、

「 日本スポーツ振興センター
・学校等事故事例検索データベース
・学校等での事故防止対策集 」

・ 客観的なデータに基づく知見の共有
⇒ 科学的エビデンスや客観的資料の裏付けを持った
分析と対策



国立研究開発法人 産業技術総合研究所 分析データ













国立研究開発法人 産業技術総合研究所 分析データ





日本公園施設業協会 ホームペー
ジ抜粋（JPFA-SP-S:2014時のもの）

・ 一般社団法人日本公園施設業協会 遊具の安全に関する基準JPFA-SP-S:2024

・ 日本スポーツ振興センター 学校における固定遊具による事故防止策





まとめ

・最善の策＝事故を発生させない
① 事故事例の共有

⇒ 同じ事故を繰り返さない
② 事故が起きる環境を知って変える

⇒ 事故を起こさない
③ 客観的で裏付けのある知見の共有
④ 児童生徒も主役となる手段

・次善の策＝事故を重大化させない、紛争化させない
① 事故結果を重大にしないための環境
② 被災者の希望を理解する

⇒ 責任論より優先させるべきこと
③ 訴訟がもたらす弊害

⇒ 民事訴訟の構造と限界
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